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「登美丘高校」の思い出 

 

 登美丘高校 100 周年おめでとうございます。 

 私は中学校でバスケットボール部に所属しており「高校では絶対バスケをしない。」と決め、推薦などから逃げるために登美丘

高校への受験を決めました。 

 無事に合格し、新しい環境で何をしようか考えていた所「一緒にバスケしない!?」「違う学校の人達が集まって、バスケするのっ

て楽しそうじゃない!?」とすごく楽しそうに声をかけてくれた友人。見学だけのつもりが辞めれず、結局入部。高校でも 3 年間バス

ケットボール部に所属することとなりました。個性豊かな部員ばかりで、文句もわがままも言いたい放題。部員じゃなければ一緒

にいないであろうメンバーが集まりましたが、負けず嫌いな所はそっくり。そんなメンバーだったからこそ「対戦しても負ける気がしな

い」と思えるほどのチームになったと思っています。絶対高校ではバスケをしないと言っていた私でしたが、違う学校の人達が集ま

って、バスケをするのは楽しかったです。 

 その後作業療法士を目指し、大学へ進学。「僕も登美高。」とまさか先生の中にも登美丘高校卒業の先輩が 2 人もいまし

た。年代は全く違うのに、「登美丘高校」という話題だけでいつも話が盛り上がったのを覚えています。卒業してからも母校の話

ができる喜びと、先生と勉強以外の話が出来るのは、私にとってはとても癒やしになりました。 

 逃げて入学した高校でしたが、たくさんの友人や思い出ができ、たくさんの人に支えられ、たくさんのことを学ばせていただきまし

た。そんな登美丘高校がこれからまた 100 年続きますように。 

 

■プロフィール   

 

2006 年 3 月 登美丘高校卒業 

2010 年 3 月 大阪川崎リハビリテーション大学 卒業  

2010 年 4 月 作業療法士として就職 

 


